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メキシコの古代文明はペルーの
それと同様に謎に包まれた部分の
解明に根強い関心が向けられてい
るため、考古学上で待望されてい
る発見や、人類学でこれまでと異
なる学説が発表されると私たちの
耳目は引き付けられる。しかし、
親日的で悠久の歴史を包み込むメ
キシコや中南米について知りたい
ことは、社会の陰惨な事件が発覚
したときに新聞等で報道されるこ
とはあっても、世界各地の情報が
伝達されるような頻度で私たちに
日常的には届かない。メキシコと
メキシコ人をもう少しよく理解し
たいと思っていたところ、拙著『メ
キシコ ―時代の痕跡と歴史認識』

（2023 年）は刊行された。

スコットランド人の歴史家カーラ
イル（Thomas Carlyle, 1795-1881）
は、「世界の歴史は偉人の列伝だ」
と考えた。どんな歴史でも列伝だ
けで記述されるものではないこと
は明白だが、メキシコの歴史家エ
ンリケ・クラウセは、カーライル
の歴史観に見事に合致する歴史や
国もあり、その中でもメキシコは
最もその歴史観に相応する国の一
つであるという。たしかに、スペ
イン型の歴史秩序の崩壊はラテン
アメリカにカウディージョの出現
を招き、メキシコの歴史が大きく
変貌する時期の原動力は英傑の登
場であった。クラウセは「彼らは
国難の時期や戦乱の最中を重厚な
伝統（先住民文化、キリスト教文

化）の強力な引力と葛藤しなが
ら、一刻の猶予も許されない状況
で弾圧からの解放と経済の発展を
追い求めなければならなかった。
勇気と品位を示して抗しがたい宿
命に立ち向かった典型的な英雄で
ある」と述べて、カウディージョ
とは「元々、スペイン語の cauda

（司祭の祭礼服の長い裾）から由
来すると言われていて、丁度、ほ
うき星の長い尾のようなものを指
す。しかし、実際は、ラテン語の
capitellum から由来し戦場で指揮
する頭目、司令官のような立場の
人を意味するらしい。言葉という
ものはその単語を外国語の同義語
で置き換えても、その意味合いが
過不足なく伝達されることは難し
い。ドイツ語の führer ではない。
というのは全体主義的志向は含ん
でいないからである。また、単に
英語の軍隊用語 chieftain でもな
く、イタリア語の capo ではマフィ
アのボスの意味が出てしまう。同
じイタリア語でも duce の称号は
傲慢な響きがする。いずれの同意
語でも意は尽くせない。英語の
leader の意味に比較的に近いが、
それでは世俗権力の掌握者に過ぎ
ず、マックス・ウェーバーが言う、
なかば神聖な領域内で支配力を発
揮するカリスマの響きが充分含ま
れない」と定義している 1。

一方、クリオージョ（植民地生
まれのスペイン人）で保守派論陣
の先鋒アラマン（Lucas Alamán, 
1792-1853）は、メキシコの歴史

を理解するにはスペインの歴史に
学ぶ必要があると強調していた。

「スペインから我々の信奉する宗
教を継承している。そして、その
影響を受けた世俗的、宗教的なす
べての管理・運営の秩序は長期間
継続し、現在でもその大部分は保
存されている。つまり、法体系や
慣例、風習、分別は、我々にそれ
らが定着した原点を教え、また、
我々の起源を評価させ、さらに、
我々も国家の一部を形成していた
スペイン国の誕生と発展、偉大さ
に加えてその衰退の原因まで検分
させることになる」2。スペイン
海外植民地を「木」だとすると、
その幹はスペイン、「枝」は副王
領で、枝の一角を占めるのがメキ
シコだと考えていた。さらに、ス
ペインからの遺産を否定した独立
国はあり得ないと独立戦争開始前
に断言していた人物である。

メキシコ人についてオクタビ
オ・パスは『孤独の迷宮』（高山・
熊谷共訳）のなかで「メキシコ人
というものは己のなかに閉じこ
もって、身を守る存在のように思
える。閉鎖性は、我々の猜疑心と
不信感への一つの手段である。そ
の顔が仮面であり、微笑が仮面で
ある」と、メキシコ人の陽気な一
面だけを知る者には意外なこの国
の国民性について解説している。
目に見えないすべての壁に対して
仮面は防御として役立っている
のかもしれない。さらに、「生皮
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を剝がされた者のように、人生を
生きていく。気難しい孤独の中に
追いやられている。このような反
応は、我々の歴史がどのようなも
のであり、また我々が作り出した
社会の性格がどのようなものかと
いうことを考えれば、納得できる
だろう」という 3。それほど、歴
史の襞は古代から現代まで幾重に
も重ねられて、文明の重層国家の
人々の心性に重くのしかかってい
るのかもしれない。

新著で問い返したかったこと
は、メキシコ人にとって「国」と

「母国」の概念と、「先コロンブス
期」についての歴史認識である。
メキシコは、1521 年にスペイン
に征服されると征服以前の歴史
は「先コロンブス期」という歴史
区分に一括して分類され、そのあ
との 3 世紀間は 1821 年に独立す
るまで副王領時代というスペイン
の海外植民地の歴史に組み込まれ
た、歴史を切断されたような国で
ある。そこで、この国の建国時期
と、メキシコ人がアイデンティティ
を抱く母国の概念はどの時期に設
定するのかを問いかけた。メキシ
コについて初めての通史と言われ
ている『メキシコ世紀を越えて』

（1889 年）の編著者リバ・パラシ
オは、スペインがアステカ王国を
滅ぼした 1521 年にメキシコの「国」
は建国され、独立戦争が始まった
1810 年に「母国」が誕生したとし
て、副王領時代はメキシコの歴史
に含めないと考えた。また、「メキ
シコは 1821 年に独立したが、過
去のない国として誕生した。その
ために、先コロンブス期と副王領
時代はメキシコの歴史と結節点は
なく、「国」の歴史は 1810 年の独
立戦争開始時期から始まる。メキ

シコ人は宗教的にも人種的にも文
化的にもスペイン人の遺産は継承
しておらず、さらに、先コロンブ
ス期の先住民の末裔でもなく、ミ
ゲル・イダルゴの子孫である」と
力説した、イグナシオ・ラミレス
急進派自由主義者もいた 4。これ
に対して、歴史家フスト・シエラ
はメキシコが建国された時期区分
はリバ・パラシオ説に同意する
が、「母国」の定礎とする時期に
異議を唱え、スペインによる征服
のあとに始まる副王領時代の開始
時期に母国は誕生したと、『メキ
シコ、その社会の変革』（1907 年）
のなかで述べている。フスト・シ
エラによれば、「母国」は「国」
より広義で政治体制のみならず文
明体系をも含蓄した語彙であると
いう。この二つの考え方に、ガル
シア・イカスバルセタは、浩瀚な
歴史書『メキシコの史料編纂全
集』（1858-1866 年）のなかで、ア
ステカ王国の滅亡の年、1521 年
はメキシコの国の成り立ち時期だ
と述べて、母国の誕生はスペイン
から異なった制度と文化が伝播さ
れ人種が混血した副王領時代だと
した。「アステカ王国のメシカ人
は、メキシコ中央高原をさまよい
恐怖に満ちた好戦的な国家を築き
あげて、神官政治と迷信に支配さ
れた国家と社会をつくり、さらに
人身御供を強要しテノチティトラ
ンの神殿を都とする王国を築いた
だけで、アステカ王国の滅亡の年、
1521 年はメキシコの建国時期だ
とした」5。これは「先コロンブ
ス期」に一つの歴史認識を示した
ことになる。

新著でもう一つ問いかけたこと
は、スタンレー・ロス著『メキシ
コ革命は死んだのか』（中川・清
水共訳）を読み返して、メキシコ

は革命精神を喪失したのか、持続
しているのかという点であった。
長い歴史的運動について、同著の
なかでロペス・マテオス元大統領

（在任 1958-64）が述懐している。
「1810 年の独立戦争、1857 年のレ
フォルマ改革、および 1910 年の
メキシコ革命は、同一の国家構造
が持つ異なった断面、すなわち、
人間的自由、政治的自由、および
経済的自由の表れであり、これら
すべての自由はメキシコ人の願望
である。この目標の達成に通じる
措置が長期を要する場合には、効
力は変化するし消滅するものであ
るが、革命の理念は現在まで生き
ている。そして将来においても、
引き続きわが国の運命を方向づけ
ていくのである」6。しかし、彎曲
した革命精神は一党独裁体制を基
盤とする、ホセ・バスコンセロス
の言葉を借りれば、「集団的ポル
フィリオ・ディアス体制」と名付
けられる社会の変革をめざす勢力
グループの圧力団体、支持者と労
働者を機構別に制度化した組織を
つくり、そこからの要求を呑みこ
んだ連合体のような政党、制度的
革命党（PRI）を 1946 年に誕生さ
せた。この時点はエンリケ・クラ
ウセによれば「新たな反民主主義
の体制護持秩序をつくり出した」
という 7。その政党メカニズムは
周知のように 2000 年に亀裂を生
じて国民行動党（PAN）に政権を
譲った。2012 年に PRI が政権を
奪還したあとに、新左翼政党、国
家再生運動（MORENA）は二大
政党間の勢力闘争に終焉を告げ
て、2018 年から支持基盤の脆弱
性を抱えながら、レヘネラシオン

（再生）という、革命運動家フロー
レス・マゴン兄弟が新聞『レヘネ
ラシオン（Regeneración）』を創
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刊してメキシコ革命運動を扇動し
た改革精神を党是として、現在ま
でメスティソ国家の変革を強靭に
押し進めている。

2024 年のメキシコ大統領選挙
は 6 月 2 日に実施された。次期政
権を担う政党の選択と国会での政
党別議席獲得数と州知事の選出が
注目されていたが、2000 年に 71
年ぶりに PRI 以外の大統領が当

選したときの反響を凌駕し、与党
MORENA のクラウディア・シェ
インバウム・パルド大統領が選出
された。この国で性差の視点で読
み解くと何が見えるのか、中南米
諸国ですでに就任した女性大統領
との対比、そして、ホセ・バスコ
ンセロスの『宇宙的人種論』で説
くメスティソ論などを反芻させる
歴史的変遷となった。
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